２００４年６月14日

産業建設委員会協議会

（産業建設委員会終了後、視察について協議され、その際、梶田稔議員などから、次のとおりやり取りがありました。議会事務局が録音したテープを起こしたもの。文責＝梶田稔）

水鳥務委員長

 それから、秋にですけれども、また視察をどこかしたいと思いますので、どっか良い候補地が有りましたら、またご意見を提出願いたいと思います。

梶田稔議員

 平成１５年度は、私は、理由を申し上げた理由で視察には参加しないということで、参加しませんでしたけれども、今後についても、私は、いまインターネットが発達をして、ほとんど９０％と言って良いくらいのいろんな情報は自ら収集できるという状況が生まれてきている中で、あえて視察をしなけりゃならん、しかも２泊3日という時間をかけて、５万円余という金をかけて、行く必要がどこにあるんだろうかということを、日が経つにつれてますます感ずるようになってきました。

  確かに、現地を見るということの意味はゼロではないですけれども、それだけの手間暇かけて、金額をかけて出かける値打ちが有るかということでは、私は甚だ疑問に思っておるもんですから、今後とも私は常任委員会の視察には参加しませんので、そのようにお願いしたいと思います。

水鳥務委員長

 はい、分かりました。他の委員の方で何か。

小坂延夫議員

 いま、梶田さんから参加しないと、こんな意見なんだけど、僕は、ぜひねえ、インターネットも結構だけど、そういうことはねえ、やはり現地へ行って、いろんな経緯を聞いたり、やっぱり二つの目で見るということは重要ではないかと思うんですよね。

 だから、たびたび共産党さんは言われるんですけど、確かに経費は、５万円の経費はかかるんですけど、決してムダじゃないと思うんですよね。

 だから、できましたら、僕が議員になって１７年前のことですけど、４年目の最終で北海道のほうへ視察に行ったことがありますけれども、梶田さん、憤慨して、昼だったですかね、ちょっと爆発したシーンがありましたけど、未だに覚えてるんですけど、それは間違ってるんですよね、昼間から、飯食う前からアルコールを飲むなんてことは。けしからん、本当に。

 そういうことをするから、ますます、気持ち揺らぐと思うんですけど、そういうアルコールをば、あれを設けなかったら、非常に有意義な研修に、まあ場所はともかく、なると思うんですよね。

 だから、はじめから、僕は出席しないよというんじゃなくて、やっぱり提案どおり、梶田さん、ぜひ出席してもらわにゃいかんと思うね。梶田さん、どうだね。私は、そう思うよ。

梶田稔議員

 忠告して頂くのはありがたいですけれども、率直に言って、私、２０年余り議員を務めておりますけれども、視察に行った成果、見聞した成果、現地でいろいろと先方の人達に話をしていただいた成果、それを活かして、例えば一般質問やったとか、武豊町にあそこはこんなに素晴らしかったんだから、武豊町でも活かしたらどうかというような類の一般質問なり、予算要求なり、した覚えはないですね。

 一般的な意味で、見聞を広めるというようなことで、どこへ行こうが、その辺を歩いておろうが意味がない行動は何もない。人間、人一人行動する以上はねえ。

 だから、１００％私は否定するつもりはないというのは、先ほど言ったとおりですけれども、２泊３日なりの時間をかけて、５万円余の経費をかけて、わざわざ５人１０人と組を組んで出かけるほどの値打ちがあるのかということで、疑問を感じているわけで、その程度の調査活動なら、自分でいくらでも出来るということを確信してるんで、折角の忠告ですけれども、私はそのようにしたいというように思うんですね。

 また、どこか議運なり代表者会議なんかで議論する機会があるのかも知れませんけれども、私は以前の議会改革という一連の議論の中でも、端的に申し上げましたけれども、そんなグループ組んで委員会視察というようなことじゃなくて、各会派なり議員に自由に調査をする、あるいは、政務調査費ですか、政務調査費については、世間でいろいろ議論があるけれども、きちっとした、個人の調査目的、研究目的をもって、自らすすんで研究するということで言えば、この間も若干議運のほうで議論が有りましたけれども、会派というのは、それぞれ目的があるし、政党で言えば、なおさら鮮明な違いを持った団体ですよね。  

 だから、そこが一緒になって、ある一つのものを見るというのは、例えば、合併問題であそこへ視察に行きましょうといったときに、私たちはいまの平成の合併などはけしからんと思ってるわけで、そういう立場で行く人と、大いに推進すべし、どうしたら世論を喚起して合併推進で、知多５市５町が、知多が一つになる方策はないものか思って出かける人と、全然立場も観点も違うでしょう。

 そういう観点などが違う人が、徒党を組んでというと語弊が有るのかも知れないけれども、徒党を組んである特定の場所を視察するなんていうのは、意味はどこにあるのかということを、前から思っておったし、最近、ますますそういうＩＴ化の中で、情報収集の手段が充実してくる中で、ますます思うようになってきたということです。

 逆に、私は、みなさんに視察の在り方について、再検討をぜひしていただきたいということを、逆に私のほうからお願いしておきたいと思います。

水鳥務委員長

 はい、良く分かりました。他、ないですか。ないようでしたら、これにて散会したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
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